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高精細画像の公開

• e国宝
• ４博物館（東京・京都・奈良・九州）
• 国宝・重要文化財のみ

• 東京国立博物館デジタルライブラリー
• 東博所蔵の和古書・洋古書・漢籍





e国宝

• 2001年 公開

• インターネット版 クリッカブル・マップ

• 館内版 GigaView（PFU社）

• 2010年 リニューアル

• タイル分割した画像で段階的に拡大する方式
（Google Mapは2005年公開）

• 通常、冊子型、巻子型の３タイプ
• 2011年以降、モバイルアプリも公開



四季山水図屏風

70,310 x 31,396 px
6.8GB



洛中洛外図屏風（舟木本）

66,405 x 30,709 px
6.3GB



後三年合戦絵巻（巻下）

251,028 x 6,118 px
4.5GB（53枚の画像）



e国宝のIIIF化？

• 画像の再変換

• 大きい画像を扱うノウハウ
• ４GB以上のファイル、一辺250,000pxの巻子型など
• 利用できるサーバやライブラリの調査
• 変換元にするファイル形式の検討

• 作業の手間
• マニュアル化するまでが大変



e国宝のIIIF化？

• システム開発

• 既存のソフトウェア、ライブラリの利用
• 画像変換、公開
• クライアントライブラリ（ブラウザ、モバイル）

• 新規開発
• 管理システム（画像のアップロード等）
• モバイルアプリ





東京国立博物館 デジタルライブラリー

• 和古書・洋古書・漢籍の全ページ画像

• 2015年公開
• システムは内製
• zoomify形式
• クライアントは Leaflet を利用
• 最大でも 8,900 x 6,700 程度の画像
• 1,342件、2,147冊



デジタルライブラリーのIIF化？

• 画像の再変換

• それほど極端に大きい画像はない
• 画像の再投入はある程度自動化できる

• システム開発

• 内製でありコードは比較的小規模
• 既存ソフトウェアも活用できると思われる



オープンデータ

• 画像のオープンデータ化

• ColBase：国立博物館所蔵品統合検索システム
• 所蔵品全体のデータ、画像も一部ある
• 政府標準利用規約第2版（CC-BY4.0国際と互換）

• 東京国立博物館 画像検索

• 長辺1,250px程度のサイズ
• 非商業目的は無償利用も可能





オープンデータ

• 有償提供との関係

• 「自己収入を増加し、機能強化を図るため、施設
等の貸出し、デジタル画像の活用拡大等を積極
的に進める」
独立行政法人改革等に関する基本的な方針、平成25年12月24日

• 自己収入の柱のひとつになっている

• レファレンス・サービスの性格もある



博物館資料とIIIF

• 既存システムのIIIF化は予算・時間が必要

• 標準の普及や応用例の蓄積が説得力に

• オープンデータ化もあわせて検討


